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子会社の解散および子会社に対する債権の取立不能のおそれに関するお知らせ

　当社は、平成 19年 11月 14日開催の取締役会において、下記のとおり当社の連結子会社である西部
産業株式会社を解散することを決議いたしましたのでお知らせいたします。
　また、これに伴い下記のとおり同社に対する債権について取立不能のおそれが生じましたのでお知
らせいたします。

記

１．解散の理由
  西部産業株式会社は、昭和 38年 5月に設立以来、乾海苔製造機械メーカーとして事業を継続して
まいりましたが、近年は販売台数の減少と共に業績が低迷し、今後も業績の改善は見込めないと判
断し、解散することといたしました。

２．西部産業株式会社の概要
（１）所 在 地 熊本県宇土市松山町 1858-2
（２）代 表 者 内田恒男
（３）事業内容 水産機械の製造販売
（４）設立年月 昭和 38年 5月
（５）資 本 金 28百万円
（６）株主構成 豊和工業株式会社 100%（間接保有分を含む）
（７）決 算 期 3月
（８）総 資 産 318百万円（平成 19年 3月期）
（９）純 資 産 △331百万円（平成 19年 3月期）
（10）最近 3年間の業績 （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
平成 17年 3月期 470 9 8 0
平成 18年 3月期 505 △5 △13 △253
平成 19年 3月期 389 △36 △44 △79

３．解散の日程
    平成 19年 11月 14日 解散決議
    平成 20年 3月 31日 解散日（予定）
    平成 20年 4月 1日 清算手続開始（予定）

４．西部産業株式会社に対する債権の種類及び金額
    貸付金 784百万円
    未収入金   7百万円
    立替金  13百万円

５．今後の見通し
  上記債権については回収可能なものを除き、既に貸倒引当金 584百万円を設定済であります。
  解散に伴う損失額は、当社単独で約 1億 3千万円、連結で約 9千万円となる見込みですが、平成
20年 3月期中間決算に単独・連結ともそれぞれ計上済であるため、業績予想の変更はありません。

以　上


